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研究成果の概要（和文）： 

パルミラ遺跡北墓地 129-b号家屋墓の発掘調査を通してパルミラ古代墓制の変遷が理解できつ

つある。この墓にローマ人が関与する可能性も碑文から読み取れる。この調査には 3 次元計測

システムを活用し、倒壊していた家屋墓の復元も試み、一部視覚化が出来ている。この墓の倒

壊に関わる重要な要因として地震の痕跡を墓周辺で検出した。さらにパルミラ滅亡後に１歳未

満の乳児が 129-b 号墓周辺に故意的に埋葬されている事実も確認している。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Palmyra funeral practices are coming clear through the excavation of No.129-b House 
Tomb at the North Necropolis in Palmyra, Syria. The inscription shows the possibility 
of Romans’ involvement in this tomb. Adopting 3D scanning system to reconstruct the 
process of the destruction of No.129-b House Tomb, partially the reconstruction has 
been done in PC. Traces of earthquakes were found in sedimentary layers around the 
tomb. Moreover, more than twenty graves of infants under 1 year of age were found 
around the tomb. It is clear that they were intentionally buried in the time of the 
construction of the protecting wall after the fall of the Palmyra Rule. 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年にパルミラの地下墓の調査を開始し、
当初は墓の出土遺物を通した東西交流を主
眼に置いていたが、2001 年度以降、それま
での調査をとおして得られた成果をもとに
墓の構造や墓室空間使用法、尺度、遺体とそ

れに伴う副葬品の関係、遺体、病理、埋葬法
などパルミラの葬制およびその社会を多角
的に究明する方向へと向かった。さらにパル
ミラの墓の変遷や墓と社会環境のかかわり
を理解するために、現在まで調査例が少なく、
また地下墓から次段階の墓へと移行する家
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屋墓の調査が不可欠と考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 調査前の 129-b号墓 

 
現在、パルミラ博物館が修復を手がけている
都市を囲うパルミラ周壁に近接して、あたか
も地震で崩壊したかのように石材が重なり
合った 129-b号と呼ばれる家屋墓の調査を計
画した。この家屋墓は、規模も大きく、内部
の遺存状況も良好と思われ、パルミラの有力
氏族の家族墓と考えられる。それゆえ、この
墓はパルミラの葬制の展開を考える上でも
重要な位置を占めると考えられる。幸いにも
この家屋墓については以前からパルミラ博
物館より我々に対して発掘調査の打診があ
ったため、調査は何らの支障もなく開始する
ことができたが、墓の規模が大きく、現在も
なお調査を継続中である。 
 

２．研究の目的 

古代パルミラの墓の現地での調査・研究を
通して古代パルミラ人の葬送儀礼や死生観
を社会背景とともに理解することである。さ
らにその社会を理解するために当時の自然
環境も同時に把握する。 

内容：パルミラ博物館の西約 100m、パルミ
ラ都市遺跡の北側の 129-b号家屋墓の調査を
考古学、建築学、形質人類学、美術史学、地
質学、化学等の諸科学から上記目的の解明に
せまる。 

第１に墓の構造の変化。パルミラの墓がなに
ゆえ塔墓から地下墓、地下墓から家屋墓へと
時間的推移とともに全く形態を異にしなが
ら変化するのか。 

第２に家屋墓における埋葬形態（埋葬遺体の
姿勢、副葬品配置等）や形質人類学的特徴（遺
体性別、遺体年齢、病理）を究明し、地下墓
から家屋墓への推移が、埋葬形態にまで影響
を及ぼすのかを検証したい。 

第３には家屋墓の調査をとおして棺施設の
地下墓との比較、尺度の解明と最終的には倒
れた家屋墓構造材を組み上げることによっ
て家屋墓の構築法（特に棺施設の敷設）を究
明したいと考えている。 

第４にはパルミラでは初期の地下墓の葬送
用胸像は、オーダーメイドで死者に似せて作
られているとも言われ、後出する家屋墓での
胸像は、レディーメイドで間に合わせている
と言われているが、その真偽を検討する。 

第５には、今までに調査された出土状況の明
白な人骨や今後出土する人骨の調査と DNA

分析によって女性系列の家族関係が明確化
でき、家族内での埋葬位置の検証や、同一棺
での複数埋葬遺体の相互の関係も検証でき
ると考えている。 

第６にはパルミラの自然環境の復元を通し
て墓を営んだ社会を考える。 

 

３．研究の方法 

現在調査を継続している 129-b 号家屋墓は、
パルミラの家屋墓の中でも遺存状況が際立
って良好であり、想定以上の石材量があり、
倒壊過程の復元のために 3次元計測と撤去を
繰り返し実施しているが、昨年度ようやく基
壇上床レベルに達した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 2010年調査前の 129-b 号墓の状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 2010年 129-b 号墓 3次元計測画像 

 
2 カ年で基壇内の埋葬施設の調査に従事でき
ると考えたが、3 カ年でようやく床の撤去と
埋葬施設の検出に取りかかったに過ぎず、埋
葬施設は予想以上に複雑な構造と想定せざ
るを得ない。さらに埋もれた基壇の検出での



 

 

碑文を刻んだ第二門の発見や墓進入部の検
出時におけるポスト・パルミラ期の 20 基以
上の乳児墓の発見、さらに調査区の土壌堆積
内での地震痕跡の発見等、家屋墓の建造や崩
壊にかかわる新たな事実は、パルミラの隆盛
期及びそれ以降の歴史の端緒を掴んだにす
ぎない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図４ 2010年石材撤去後の 129-b号墓 

 
なお下記事項が 2010 年現在進行中の項目

である。 

(1) 家屋墓石材の３次元レーザー計測。 

(2) 石材の家屋墓部材想定復元位置への移動。
(3) 家屋墓の基壇床下の埋葬施設の検出。 

(4) 3 次元計測による他の家屋墓の比較調査。 
(5) 家屋墓前面の乳児墓の調査。 

(6) 出土した骨の調査。 

(7) 人骨の DNA 及び他の化学分析調査用試
料のサンプリング。 

(8) 建築装飾部材の実測。 

(9) 基壇南門マグサ石碑文の解読。 

(10) 家屋墓周辺の土壌堆積での地震痕跡確 

認。 

(11) 彫像と複顔との顔付きの比較。 

(12) パルミラ遺跡周辺の水の調査。 

(13) 気温・湿度等のデータロガによる環境情
報収集。 

 

４．研究成果 

（１）129-b 号家屋墓の 3 次元計測による石
材倒壊状況のデータの連続的な蓄積により、
この墓の内外部構造の復元や倒壊過程の復
元が可能となってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 129-b号墓 3次元計測による復元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 129-b号墓 3次元計測による復元（正面） 

 

（２）南基壇下の門の碑文から、ローマ人が
この墓を建造した可能性が出てきたことは、
パルミラの葬制を理解する上で重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 129-b号墓南基壇敷設門 

 

 

 

 

 

 

図８ 129-b号墓南基壇敷設門に刻まれた碑文 

 

（３）パルミラではナボーは神名であるが、
初めて人名に採用されていることが出土し
た葬送用胸像に刻まれた碑文で確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 129-b号墓出土ナボー名葬送用胸像 

 

（４）ローマ皇帝ディオクレティアヌスの時
代、A.D.3 世紀後半に家屋墓を城壁に取り込



 

 

む工事に際して家屋墓基壇周辺に数十の1歳
未満の乳児を故意的に葬ったことが判明し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10 129-b号墓周辺乳児墓配置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 11 129-b 号墓周辺乳児墓土器棺 

 
（５）歴史記録でパルミラの崩壊理由に地震
が挙げられていたが、今回、実際に地層の中
に地震の痕跡を発見した。今後その地震痕跡
の詳細な年代の同定が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 土層に認められる地震痕跡 

(６)東南墓地 C 号墓（ヤルハイ墓）のヤルハ
イの復顔用頭骨のコピーを作成し、復顔を試
みたが、頭骨の左側頭部が欠損していたため、
画像上で復元を試み、コピーを作成したため
に頭骨の形状が実際の頭骨とは異なり、復顔
作業に支障を来す結果となった。そのため、
再度ヤルハイ頭骨のコピー作成および復顔
作業を実施する必要性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 復顔を試みた C号墓出土ヤルハイ頭 

骨（左）・コピー（中）・復顔（右） 

 

(７)歯の分析からフッ素が多く含まれた水を
当時から飲用していたことが明らかである
が、歯の表面に現れる褐色付着物の沈着化が
遺体によって異なることがわかってきてい
る。 

（８）家屋墓研究の比較研究をおこなうため
の類例資料収集として葬祭殿、150 号墓等の
3 次元計測を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 葬祭殿 3次元計測画像（正面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 葬祭殿 3次元計測画像（側面） 
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